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令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月６日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒の多様な進路希

望やニーズに対応し

た教育課程を編成す

る。 

・基礎学力の定着を図

るとともに、生徒が

主体的に学ぶ姿勢や

態度を養い、自己肯

定感を育むための学

習活動を充実させ

る。 

①生徒の進路希望やニー

ズの把握に努め、教育

課程の編成を図る。 

②わかる授業を実践し、

基礎学力の定着を図り

ながら、生徒の学習意

欲や主体的に学ぶ態度

を養い、自己肯定感を

育む教育活動を実践す

る。 

①教育課程について検証

し、生徒の進路実現に結

び付く教育課程の編成に

ついて見直しを行う。 

②指導と評価の一体化の視

点から組織的な授業改善

が図れるよう、校内研究

授業や授業研究会を実施

する。 

②ＩＣＴ機器を活用した授

業を展開する。 

①生徒の進路希望や実態を

把握し、履修可能な選択

科目等の見直しをするこ

とができたか。 

②生徒による授業評価の各

項目において、平均値が

3.0以上となったか。 

②ＩＣＴ機器を活用した教

材の作成が進んだか。ま

た、１人１台端末を活用

できたか。 

①総合ビジネス科自由
選択に生物基礎を設置
した。 
 
②後期の各評価項目に
おいて、平均値は 3.0
以上の結果となった。 
 
③電子黒板が導入され
たことにより、デジタ
ル教材の活用が推進し
た。1人１台端末につい
ては、総合的な探究の
時間等で使用するな
ど、活用する場面を広
げている。 

①今後も生徒の進路
ニーズを把握し、適
切な科目の設置に努
めたい。 
②一部の検定試験対
策に重点を置いた科
目では、生徒間での
コミュニケーション
が少なくなってい
る。 
③電子黒板の活用、
やデジタル教材の共
有などを推進するた
めの施策を検討す
る。 

①資格取得が下がって
いるが、資格を取得す
ることの重要性をアピ
ールするとともに、FP
を取り入れるのも一つ
の方法である。 
②授業評価の数値が上
昇していることは、授
業改善の成果である。 
 
③デジタル教材の使用
は今後、必須である。 
ICT 棟の PC の利用方法
についても、検討して
ほしい。 

①FPなど、新たな資
格取得については、
担当する教科と協議
し、検討課題とした
い。 
②授業改善の効果が
出現している点は確
かであるが、引き続
き、現在の評価数値
を維持できるか課題
になる。 
③デジタル教材・デ
バイスを使用する教
員も徐々に増えてい
る。すそ野を広げる
ことが課題である。 

①新たな資格試験
に挑む際は、教員
側の準備が必要で
ある。 
②授業において、
常に試行錯誤を繰
り返し、生徒が理
解しやすい教授法
を模索する。 
③デジタル教材等
のハードルはかな
り下がっている。
使用している教員
の授業参観等を通
じて、利活用する
人を増やす取り組
みを行いたい。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・生徒の課題に応じた

知識を身に付けさ

せ、個に応じた組織

的な指導体制を充実

させる。 

 

・ビジネスマナー教育

を大きな柱とし、基

本的生活習慣を身に

付けさせ、生徒会活

動や部活動を通し健

全な人材を育成す

る。 

①生徒支援を充実させる

ために、生徒情報共有

会の SC・SSW との情報

共有、外部機関との連

携を行う。 

 

②基本的生活習慣を身に

付けさせ、生徒が主体

的に取り組める支援体

制を整備する。 

 

①かながわ子どもサポート

ドックの情報を、スクリ

ーニング会議で評価し、

この情報を元に、外部機

関と連携する。 

②年度当初に 1年間の活動

の流れを確認し、職員と

生徒の連携を密にする。 

 

①かながわ子どもサポート

ドックの評価を職員と

SC・SSW と共有できた

か。外部機関と情報を共

有できたか。 

 

②各行事ごとにアンケート

を実施し、達成感や充実

感を読み取ることができ

たか。 

①かながわ子どもサポ
ートドックの情報をも
とに７月、11 月のスク
リーニング会議にて評
価を実施し、職員・
SC・SSW で情報を共有
し、外部機関との連携
を模索した。 
②体育大会・文化祭の
アンケートでは、達成
感・充実感共に 95％以
上（少し得られた含
む）であった。部活動
加入率は、62～63％
（延人数）。白鴎中学
校との部活動交流を実
施した。 

①職員・SC・SSW によ
る生徒情報の共有を
継続するとともに、
外部機関との連携を
スムーズに行えるよ
う、体制を充実させ
たい。 
 
②アンケート結果
は、概ね良好だった
が、行事の準備日程
を早期に周知し、よ
りスムーズな運営が
できるようにする。
部活動については、
引き続き参加しやす
い活動環境を整え
る。 

①今後も組織的な取組
及び支援体制の充実を
図り、多様な生徒の支
援をしてほしい。 
 
 
 
 
②学校行事(体育大会や
文化祭など)が、生徒の
学校生活に与えるもの
は大きい。今後、様々
な制約等が考えられる
が 
生徒の自主的な活動を
尊重して、できる限り
充実したものにしてほ
しい。 

①生徒情報共有会及
びかながわ子どもサ
ポートドックの情報
をもとにしたスクリ
ーニング会議を２回
ずつ実施し、情報共
有や外部機関との連
携ができた。 
②学校行事に関する
アンケート結果は良
好であった。引き続
き本部役員を中心に
自主的に行動できる
よう支援していく。 

①生徒情報共有会
やかながわ子ども
サポートドックの
取組を継続すると
ともに、生徒支援
の体制を充実させ
る。 
アウトリーチ相談
支援事業での取組
を、引き続き連携
しながら取り組ん
でいく。 
②生徒の主体的な
活動を支援し、状
況の変化に対応で
きるよう、他のグ
ループと協働して
取り組む。 

３ 進路指導・支援 

・社会的・職業的に自

立するために必要な

能力や態度を、体験

的な学習の機会を通

じて育成する。ま

た、キャリアの発達

段階を意識した進路

指導の充実を図る。 

 

 

①生徒一人ひとりがしっ

かりとした職業観や勤

労観を身につけ、自ら

のキャリア形成につい

て主体的に取り組むこ

とができるように支援

する。 

①進路ガイダンス等で具体

的な目標設定と効果的な

講師選定を行う。 

・インターンシップ等を通

じて具体的な職業観の育

成を図る。 

・ＩＣＴ等を使用し、細や

かな情報提供を行う。 

 

①進路行事のアンケート結

果から、生徒の充実感や

進路意識の向上を図るこ

とができたか。 

・ＩＣＴ等を使用した情報

提供がどれだけ進んだ

か。 

 

①３年進学希望者説明
会を修正し適時配置し
た。また講師選定も配
慮した。 
ICTを利用し、業者によ
る講演動画や生徒への
説明、説明会の案内、
アンケートの集計、生
徒への細かな指示も行
った。 
基礎力診断テストをWeb
入力方式にした。 

①インターンシップ報
告会のアンケートで
は、希望者が 39%であ
った。更なるＰＲと協
力してくださる企業の
検討もしていく。 
ICT 活用では、動画へ
の対応やマチコミメー
ルとの連携も含め、引
き続き取り組んでい
く。 
 
 
 

①進路実績については 
様々な取り組みの結果
が、結びついている。 
特に就職に関しては、
企業からの期待や評価
が高く、信頼を得てい
るようだ。今後も、社
会に出てから活躍でき
る生徒の育成に努めて
ほしい。 

①進路実績は一定の
成果があったが、来
年度は進学では制度
の変更があり、就職
では調査書と履歴書
の様式が変更される
ため、その対応をし
っかりとしていく。
ICT 活用では、情報
発信がスムーズにい
かなかったことが課
題である。 

①情報収集に努
め、四月当初から
生徒に情報提供す
るとともに、進
学・就職の各説明
会でも具体的な対
応を伝えていく。 
ICT 活用では、マ
チコミメールや連
携Ｇとの協力も視
野に、情報発信に
取り組んでいく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月６日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

・地域との連携や協働

活動を通じて、地域

に根ざした学校づく

りを推進する。 

・本校のＰＲ活動を積

極的に行うなど広報

活動を充実させ、地

域や近隣小中学校へ

の情報発信に努め

る。 

①地元自治会や小田原市

など地域との連携を積

極的に深めていく。 

 

②小田原市をはじめ、地

元自治会や近隣の小中

学校との連携事業に参

加し、様々な場面で本

校のＰＲ活動を行って

いく。 

①海岸清掃ボランティアへ

の参加や自治会との交流

を積極的に図る。 

 

②中学校の高校説明会や県

西地区説明会に参加し、

本校の魅力が伝わる広報

活動を積極的に行ってい

く。 

 

①ボランティアに参加した

生徒や自治会にアンケー

トを実施し、満足度

90％以上であったか。 

②各説明会で中学生や保護

者にアンケートを実施

し、満足度 90％以上で

あったか。 

①海岸清掃について
は、定期考査と日程が
重なってしまい参加で
きなかった。 
 
②白鷗中学校との連携
事業として、部活動交
流を実施した。小田原
支援学校との交流は、
準備を進めていたが、
実現には至らなかっ
た。 
学校説明会では、本校
のＰＲを発信したこと
で、本校への関心を高
められた。アンケート
においても 90％以上が
高い評価であった。 

①海岸清掃について
は本校のみで実施と
なり、地域との協働
作業が実現できなか
った。全校生徒が参
加できる企画を次年
度に向けて考案して
いきたい。 
②小田原支援学校と
の交流は、計画のみ
となった。次年度は
授業と関連した交流
など幅広い活動を考
えていきたい。 
中学生に向けた学校
説明会では、商業教
育の関心を高められ
るような題材を次年
度に向けて準備して
いきたい。 

①ボランティア意識の
向上は、今後の人生に
も大きく影響するもの
である。今後も積極的
に取り組んでほしい。 
 
 
 
②他校種との交流は積
極的に進めてほしい。 
今年度の部活動交流、
授業見学等小田原東を
アピールするよい機会
となっている。地域等
を広げるのも一つの手
である。 

①年間を通して、海
岸清掃など地域との
協働作業を実現する
ことができなかっ
た。また、部活動な
どが積極的に地域貢
献できる機会が少な
かった。 
②近隣の白鷗中学校
とは、部活動での交
流など充実した活動
ができたが、小田原
支援学校との交流は
実現できなかった。 
学校説明会では、本
校の魅力をＰＲする
ことができた。 
 

①全校生徒による
地域との交流を設
けるだけでなく、
部活動での交流を
増やし、生徒のボ
ランティアに対す
る意識を向上させ
ていきたい。 
②中学校との交流
の場をさらに拡大
するなど、他校種
との交流の場を積
極的に進めていき
たい。また、広報
活動の充実を図る
ことで、本校の魅
力を更に伝えてい
きたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・災害の際に、適切に

生徒の安全を確保す

るための行動計画の

策定および近隣と協

調した活動を推進す

る。 

・持続可能なＰＴＡ活

動の在り方を模索す

る。 

・ヒヤリハットから重

大な事故等に繋がる

ことがあるため、職

員間のコミュニケー

ションを密にし、今

まで以上に風通しの

よい職場環境の構築

を行う。 

①火災、地震（津波）を

想定した避難訓練の新

しい形態を検討する。 

 

 

 

②職員及び保護者に負担

の軽減が図れるように

する。 

 

③定期的に事故防止及び

職員の不祥事等に対す

る意識向上が図れる施

策を継続的に行う。 

 

①災害想定や避難訓練の実

施時間を見直す。 

 

 

 

 

②組織の改編、オンライン

化を進め、継続的な活動

ができるように検討を重

ねる。 

③事故防止会議やＧ会議、

教科会議等で職員への意

識向上を図るための活動

を、継続的に行う 

 

①実施後の効果測定を行

い、改善点等を見出す。 

 

 

 

 

②具体的に会合等数が削減

できたか、オンライン化

の推進がどこまで行えた

か。 

③事故・不祥事が発生せ

ず、職員が働きやすい環

境であると評価できる

か。 

①津波想定避難訓練を
実施するにあたり、DIG
の研修を職員が受け、
11 月、12 月に実施し
た。 
②ＰＴＡの組織改編に
ついては、ＰＴＡ校内
本部より慎重に行うよ
うにアドバイスを受け
た。 
 
③定期的な事故防止研
修及び職員会議や朝の
打合せ等を通じて、職
員への啓発を行い、事
故・不祥事は防ぐこと
ができている。 
 

①火災想定避難訓練
は、５月に実施し
た。来年度は、体育
大会の片付けの日程
と別に実施をし、消
防署を招いた訓練を
実施する予定であ
る。 
②ＰＴＡの組織につい
ては、ＰＴＡ校内本部
と検討し、来年度の
課題としたい。 
 
③不祥事防止につい
ては、打合せ、会議
等、機会あるごとに
職員に指導している
が、今後とも未然防
止のために継続して
実施していく必要が
ある。 

①防災訓練は、生徒の
防災意識の向上のため
に必要なものである。
自治会等地元と協働の
もと取り組んでほし
い。 
今年度は、運営面で準
備不足の点があった。
次年度は改善してほし
い。 
②ＰＴＡの組織につい
ては 
全国的に話題となって
いるが、小田原東のＰ
ＴＡとして、よりよい
組織となるよう検討し
てほしい。 
③定期的な研修会等を 
実施して、不祥事に対
する職員の意識を高め
ていることは評価でき
る。今後も不祥事に対
する意識を高める取組
を、継続して行ってほ
しい。 
 

①今後も防災訓練を
地域の方と一緒にな
り進めていきたい。
運営面での準備につ
いては、来年度以降
改善していきたい。 
②ＰＴＡの組織改編
については、本部役
員と話し合いの結
果、活動の縮小は行
わなかった。 
 
 
 
 
 
 
③事故不祥事に関し
ては今年度も発生し
ていない。定期的な
研修及び情報提供が
功を奏している。今
後も継続して、不祥
事等に対する意識向
上に努める。 
 

①防災訓練を火災
と津波想定で行っ
てきたが来年度
は、火山噴火をの
知識を深める取り
組みを行ってい
く。 
②地域の小学校や
中学校のＰＴＡ活
動を参考にして取
り組みを進めてい
く。小田原東高校
のＰＴＡの運営や
取組みを理解して
もらえるよう努力
する。 
 
③事故不祥事に関
して、未然防止に
努めるとともに、
自分事としてとら
えるための研修等
の実施方法の改善
を図る。 
 

 

 


